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学　　　　　位 課程博士 論文博士 計
博士（文学） 1 － 1
博士（教育学） － 1 1
博士（法学） － － －
博士（経済学） 1 － 1
博士（理学） 11 － 11
博士（医学） 12 3 15
博士（医科学） － － －
博士（社会健康医学） － － －
博士（薬学） － － －
学　　　　　位 課程博士 論文博士 計
博士（工学） 6 － 6
博士（農学） 9 4 13
博士（人間・環境学） 5 － 5
博士（エネルギー科学） 2 － 2
博士（地域研究） － － －
博士（情報学） － 1 1
博士（生命科学） 4 － 4
博士（地球環境学） － － －



















































































































































































































































































































































前期（理系） 55 206 206 199 56 
文 学 部 前　　期 220 651 651 645 224 224 
教育学部
前期（文系） 50 176 176 174 51 
61 
前期（理系） 10 31 31 31 10 
法 学 部 前　　期 320 791 791 778 328 1 327 
経済学部
前期（一般） 180 585 585 575 191 
241 
前期（論文） 50 218 175 172 50 
理 学 部 前　　期 311 865 845 833 313 1 312 
医 学 部
前　　期 223 624 603 590 237 
4 258 
後　　期 20 166 166 83 25 
薬 学 部 前　　期 80 231 231 227 82 82 
工 学 部 前　　期 955 2,401 2,401 2,364 973 2 971 
農 学 部 前　　期 300 796 796 783 316 2 314 
小　　計
前　　期 2,819 7,801 7,717 7,592 2,898 
後　　期 20 166 166 83 25 
合　　　計 2,839 7,967 7,883 7,675 2,923 11 2,912 
平成２０年度入学試験諸統計
合格者数受験者数第１次選考合 格 者 数志願者数募集人数学　　部
































後期 20 166 166 83 25 
医 学 科 前期 100 321 300 294 105 105 
保 健 学 科
前期 123 303 303 296 132 
4 153 
後期 20 166 166 83 25 
看護学専攻
前期 63 149 149 146 69 
2 74 
後期 7 60 60 26 7 
検査技術科学専攻
前期 30 85 85 83 31 
39 
後期 7 51 51 24 8 
理学療法学専攻
前期 15 42 42 41 17 
1 19 
後期 3 29 29 16 3 
作業療法学専攻
前期 15 27 27 26 15 
1 21 
後期 3 26 26 17 7 
薬学部 前期 80 231 231 227 82 82 
薬 科 学 科 前期 50 143 143 139 51 51 
薬 学 科 前期 30 88 88 88 31 31 
〈工学部・農学部学科別内訳〉



















地球工学科 前期 185 491 491 487 189 189 
建 築 学 科 前期 80 224 224 221 82 82 
物理工学科 前期 235 498 498 486 238 238 
電気電子工学科 前期 130 299 299 292 132 132 
情 報 学 科 前期 90 216 216 210 92 92 
工業化学科 前期 235 673 673 668 240 2 238 
農学部 前期 300 796 796 783 316 2 314 
資源生物科学科 前期 94 97 1 96 
応用生命科学科 前期 47 49 49 
地域環境工学科 前期 37 40 40 
食料・環境経済学科 前期 32 34 1 33 
森林科学科 前期 57 60 60 







総 合 人 間 学 部 前　期
（文　　系）    750 点  548.00 点  401.66 点  450.58 点
（理　　系） 800 563.75 366.75 416.51 
文 学 部 前　　　　期 700 543.26 452.00 480.51 
教 育 学 部 前　期
（文　　系） 900 655.63 551.16 588.60 
（理　　系） 900 616.73 540.28 571.18 
法 学 部 前　　　　期 750 632.35 481.10 523.17 
経 済 学 部 前　期
（一　　般） 800 660.70 510.50 545.99 
（論　　文） 1,000 813.70 539.13 593.32 
理 学 部 前　期
注 1 650 513.00 294.00 343.01 
（数理 30 位）注 2 （400） （362.00） （257.00） 　
医 学 部
前　　　　期 　 　 　 　






  1,300 点  1063.91  点  864.16 点  926.05 点
保健学科看護学専攻 1,200 784.70 610.06 664.32 
保健学科検査技術科学専攻 1,200 827.03 695.60 744.73 
保健学科理学療法学専攻 1,200 901.73 757.26 794.76 
保健学科作業療法学専攻 1,400 1058.93 724.10 827.03 
保健学科看護学専攻
後　　　　期
1,000 895.00 839.70 862.79 
保健学科検査技術科学専攻 1,000 844.30 822.10 830.68 
保健学科理学療法学専攻 1,000 891.20 866.30 882.27 
保健学科作業療法学専攻 1,200 951.40 885.00 923.37 




薬 科 学 科
前　　　　期
 950 点  661.00 点  539.15 点  589.25 点
薬 学 科 950 671.36 530.26 590.44 




地 球 工 学 科
前　　　　期
 1,000 点   716.41 点   535.78 点  592.94 点
建 築 学 科 1,050 771.93 584.78 646.25 
物 理 工 学 科 前　期
（ 配 点 Ａ ） 1,000 702.66 586.00 628.86 
（ 配 点 Ｂ ） 1,000 684.03 522.91 576.88 
電気電子工学科 前　期
（ 配 点 Ａ ） 1,000 926.68 626.92 705.59 
（ 配 点 Ｂ ） 1,000 693.55 521.68 573.13 
情 報 学 科
前　　　　期
1,000 768.61 521.38 593.10 
工 業 化 学 科 1,000 774.00 532.70 585.70 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学　　部 認 認 認 認 認 
38.5％61.5％41.0％59.0％
文 学 部
％％％％ 61.3 38.7 60.3 39.7
％％％％ 63.3 36.7 60.7 39.3
％％％％ 61.9 38.1 60.2 39.8
％％％％ 58.3 41.7 55.6 44.4
％％％％ 64.2 35.8 68.9 31.1
％％％％ 47.7 52.3 56.2 43.8
％％％％ 66.1 33.9 65.4 34.6
％％％％ 65.8 34.2 73.2 26.8
％％％％ 67.3 32.7 69.8 30.2
％％％％ 66.5 33.5 64.0 36.0
％％％％ 63.5 36.5 64.9 35.1
教育学部
認 認 
認 認 認 認 認 
法 学 部
認 認 認 認 





認 認 認 
認 認 認 認 
他他 他他
医 学 部








認 認 認 認 認 認 
農 学 部 認 認 認 認 認 
合　　計
認 認 認 認 認 認 認 認 認 認 
他 他 他 他 他 他 
認 認 認 認 
 432 255 118 27 6 26 122 75 43 4 
 6  2 1 1 2
 651 399 194 32 6 20 224 135 81 6  2
 207 131 51 15 3 7 61 37 20 4
 2   1  1 1   1
 791 490 233 30 10 28 327 197 117 11 1 1
 9 1 1   7 1  1
他 他 他 2 1 1
 803 468 255 51 10 19 241 134 91 13 1 2
 865 555 205 44 8 53 312 215 84 6 1 6
 321 153 74 26 12 56 105 59 33 11 2
 469 310 109 19 4 27 153 100 40 5 1 7
 231 152 44 19 4 12 82 60 18 3 1
 2,401 1,617 649 64 19 52 971 678 275 12 2 4
 796 529 204 39 6 18 314 201 101 10 1 1
 7,967 5,059 2,136 366 88 318 2,912 1,891 903 85 10 23
 6 4 2    4 2 2
 16 8 2 4 2  3 2 1
 2 2     1 1
 3    2 1
 9 1 4 2  2 1  1
 3 1 1 1   
 14 4 5 1 2 2
 7 2 3 1  1
 75 21 20 11 7 16 10 4 5 1
 1 1
他 他  1     1




















































































































































































３．対 　 　 象：行政・団体職員・高等学校教諭・農業者・食品企業・食品関連企業等　　　　　　　　
４．場 　 　 所：第１・３クラスは農学部講義室等　　第２クラスは綾部市里山交流センター
５．講 　 　 師：農学研究科教授　新山陽子他８名
６．受　講　料：第１・第２クラス　各９，２００円，第３クラス　１５，０００円，初日のみ参加の場合　５，０００円




８．申 込 期 間：平成２０年６月２日～７月４日まで（必着・定員になり次第締切ります。）




















１．日 　 　 時：平成２０年７月２５日（金）１３時 ～ ２７日（日）１２時（２泊３日）
２．場　　　所：フィールド科学教育研究センター　芦生研究林（京都府南丹市美山町芦生）
３．交 通 手 段：JR園部駅より送迎バスまたは自家用車
４．定 　 　 員：３０名（応募者多数の場合は抽選）
５．受  講  料：８，２００円（ただし，宿泊費など別途［約１７，０００円］必要）




















６．申 込 方 法：E-mail，FAX，はがきのいずれかに，氏名（複数申込可）・連絡先（住所・メールアドレス・
電話番号・FAX番号等）を記入のうえ，下記の問合せ先へお申込みください。
７．申 込 締 切：７月１８日（金）
８．問 合 せ 先：再生医科学研究所　公開講演会係
 　〒６０６－８５０７　京都市左京区聖護院川原町５３
 　TEL：０７５－７５１－３８０２・３８０３　FAX：０７５－７５１－４６４６












４．受 講 料： ７，２００円
５．受 付 期 間：６月９日（月）～７月１４日（月）１７：００（必着）
６．問 合 せ 先：数理解析研究所総務掛「数学入門公開講座」係







２．場 　 　 所：理学研究科３号館１１０講演室
３．内 　 　 容：フェルマー予想，佐藤－テイト予想，ラングランズ予想 教　授　加藤　和也
 行列の解析学　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　 教　授　泉　　正己
       行列積分とグラフの数え上げ　　　                    　 講　師　小西由紀子
４．受 講 料：一般　５，０００ 円（受講決定通知後に銀行振込にて受講料を納入願います。）
 高校生　無料（後日返送する受講決定通知と学生証の提示が必要。）
５．受 付 期 間：６月１日～６月３０日









　　　　　講義  「人類化石から探ることばの起源」    西村　　剛








５．受  講  料：７，２００円
６．申 込 締 切：７月１８日（金曜日）
７．問 合 せ 先：霊長類研究所総務掛












　　（実施日）７ 月 ３日（木）， ４日（金）， ８日（火）
　なお，後期は９月中旬頃から（相談実施は１０～１２月）の受付となります。
［問合せ先］
　京都大学法科大学院　リーガル・クリニック担当
　　TEL：０７５－７５３－３２６２  FAX：０７５－７５３－３１２９（午前１０時～午後５時／土日祝休）
　詳細は法科大学院ホームページをご覧ください。
　　http://lawschool.law.kyoto-u.ac.jp/kusunoki.html
お知らせ
京大広報 2008.6　No. 635
2667
　　
　
　
　　
　　
防災研究所附属流域災害研究センター穂高砂防観測所
（http://www.okuhida-dsl.com/kansoku/hodaka.htm）
　岐阜県と長野県の県境に位置する活火山「焼岳」の岐阜県側の麓に穂高砂防観測所はあります。その焼岳
を挟んで長野県側には，屈指の観光地「上高地」があり，北に目を転じれば穂高連山や笠ヶ岳といった標高
３，０００ｍ程の山々が連なり，まさに飛騨山脈の中心部に位置していることが実感できます。平成１７年２月
に市町村合併する前は，「吉城郡上宝村」という住所でしたが，合併後は「高山市奥飛騨温泉郷」となり，温
泉があることが一目瞭然となってしまいました。観測所の周りでは泉源から立ち昇る硫黄の香りが漂い，
少し足を伸ばせば温泉旅館が立ち並ぶ風向明媚な土地です。観測所の標高は１，１５０ｍであり，夏場すごし
易いということはご想像のとおりで，エアコンとは無縁のまさに別天地といったところです。が，一方，
冬場の寒さは厳しく，辺りは一面の雪に閉ざされます。その光景は美しくもありますが，都会ではなかな
かお目にかかれない“自然の凶暴な一面”を間近に見ることができます（安全面には気を付けています）。施
設としては，面積１１，４１５ｍ２の敷地に観測所本館，土砂特性試験室，物置２棟が近接して建っています。
沿革　穂高砂防観測所は，１９６５年（昭和４０年）防災研究所における砂防部門の新設と同時に開設され，２年
後の１９６７年（昭和４２年）に，防災研究所の附属施設となりました。１９９６年（平成８年）に災害観測実験センタ
ー，２００５年（平成１７年）に流域災害研究センターと，所属を変え現在に至っています。
研究・教育　穂高砂防観測所の最大のミッションは，土砂災害の防止・軽減を目的として，山岳流域にお
ける土砂流出の実態を明らかにすることであり，活火山「焼岳」を含む山岳流域を対象に様々な観測を行って
います。山岳流域を対象とした土砂
流出現象を継続的に観測している施
設は，世界的にも例がない，貴重な
施設といえます。最近では，土砂流
出に関わる山岳降雨，土砂生産現象
の実態解明や，土砂流出が河川に生
息する生物相に与える影響を明らか
にすることなどにも力を入れており，
山岳地帯での土砂流動を中心とした
自然現象全体を研究対象とする「山
岳研究」を担うフィールドステーショ
ンを目指しています。
　防災研究所や工学研究科，農学研
究科，さらには京都大学以外の大学
に所属する学生達が現地観測や実験
を行いに頻繁に観測所を訪れ，実際
に起こっている現象を目で見ること
の大切さを実感しているようです。
隔地施設
紹介
現地調査・観測・実験を行う学生達（左上：土砂流出実験，右上：
凍結融解の調査，左下：山岳降雨観測，右下：渓流生態系調査）
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大学教育の一環として，１回生対象のポケットゼ
ミを開催し，山岳地帯での自然災害，水・土砂の
流出，渓流生態系調査の実習等を行っています。
　さらに，年に１，２回の頻度で学内外の研究者
が集い，土砂流出やその周辺分野に関する研究発
表を行う集会を開催しており，多いときには５０名
を超える参加者が山間の温泉町に集います。
社会貢献　砂防や土木系の民間企業の若手技術者
を招き，「土木・砂防技術者のための奥飛騨砂防研
修会」と銘打った研修会を地元の NPOの方々と
共同で催しています。昨年度は，７名の技術者が
受講され，試験堰堤からの排砂とその後の土砂流
出追跡など，観測所ならではの内容を豊富に取り
入れた研修を行いました。
　また，地元小学校の「砂防学習」に協力していま
す。昨年度は，活火山「焼岳」と土砂災害・砂防と
の関係に関する授業を行い，その後，焼岳登山に
も同行し話をしました。さらに，スーパー・サイ
エンス・ハイスクール（SSH）の取り組みに協力し，
観測所において高校生を対象に土砂災害やその対
策といった内容の講義を行っています。
おわりに　穂高砂防観測所は，日本を代表する山
岳地帯の真中に位置し，土砂流出とそれに関連す
る自然現象の調査・研究を行う上で，絶好の条件
がそろっています。また，自然や温泉などにも恵
まれ，常駐する職員はもとより，学内外から研究
者が何度でも訪れたくなる環境であると自負して
います。京都から遠いということが難点ですが，
幸い，旧上宝村地区には，同じ防災研の上宝地震
観測所や，理学研究科の飛騨天文台があり，協力
した活動を進めようとしています。
　これら多くの方々に支えられて４０年以上の間，
観測・研究を続けてくることができました。これ
からも学内外・分野を問わず，オープンな観測所
であり続けたいと考えていますので，皆様も一度
足を運んでいただければ幸いです。
〒５０６－１４２２　岐阜県高山市奥飛騨温泉郷中尾４３６－１３
TEL：０５７８－８９－２１５４，FAX：０５７８－８９－２８３５
E-mail： tsutsumi@sabom.dpri.kyoto-u.ac.jp
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学広報センター　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
アクセス
　・JR高山駅から，濃飛バス「高山～平湯温泉～新穂高線」に乗車「中尾湯元」にて下車
　・ 「中尾湯元」からは徒歩１０分（「中尾高原口」からは徒歩２５分）
研究集会後の記念撮影
職員構成
　准教授　　　１名
　技術職員　　１名
調査流域に現れたニホンカモシカ
観測所玄関前にて
